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8･ 神奈川県下におけるイエバエの殺虫剤感受性について 林 見_LL,廿日山正夫,森谷朽樹*
(大正野望米株式会祉防山n学研兜il,神奈川爪純it:研究ITr+)47.ll.25受m

神奈川爪下の9地城よりイエバェを探HSL.実験したところ三崎系イェバェは Sumithionに対し

92･535FLg.DiazinorLに対し 26･089/唱 と非'.苛に払い抵抗性をしめすことが 明らかになった. また

DDVPを除く,他の有機憐剤に対しても強く.

考慮すべきではないかと考えられた.

現在,殺虫剤は人畜に対する安全性や環境汚鞄とい

う方向から再考すべき時期にきている.これにともな

ってflL.!虫の防除対矧 こついても同様なことがいえる.

その一つとして,広柁Uflfこわたって殺虫剤感受牡の現

状を把拐する必変があり,研兜を行なった.既に.柿

ら (1971,1972)1･2･8)は北打J3凪 絹知爪について湘3!f

研究を行なってきた.今回,神奈川県下の現状を調ff

L,才i機燐殺虫剤に対して只7;ぎな舵抗性を持つものが

あることを発見したので,実状と対;料こついて知見を

述べる.

本文に入るに際し,研究遂行に格別の御配慮をいた

だいた原田文雄怖士,田巾一郎博士に御礼rrル 上げる.

また,採焔や実験に協力いただいた関係各位に謝志を

･炎する.

実験材料および方法

1) 眺試托山

突放に班用したイエバエ Muscadomesh'cavfcrna

Macquart.,は神奈川県円の次の9地域から採災した.

三和市三崎町小網 (昭和47年7月24日),横ZTl門市

長非町 (昭和47年7月24日).小田原市久野 (昭和47

年8月4日),箱根町芦ノ助 (昭和47咋8月4日),粉

河町宮上字上野 (昭和47年8月4日),厚木市上古沢

(昭和47年8月17日),愛川町田代 (昭和47年8月17

∩),沖久井町TI-山 (昭和47年8月18日),相原市析本
(同和474f･8月18口)の3'ミ処理場であった.採災し

たイエバエは研光'iiに1!]灯り,叩別して2代から3代
目の胴体肺を班川LT=.
2) 眺試薬剤

実験に蚊川した殺山剤は pyrclhrins,allcthrin,

phthalthrin,Bio-allcthrin.rcsmcthrin,DDVP,

sumithion,diazinon,bromophos,malatl一ionおよ

びr-BHCの11柾現でいずれも工業用原体である.実
験前に,試験規格にもとづいた定員分折を実施し,変

Tiのないことを椛めた.また,共力剤はS-421,IBTA,

この調査の和田では当爪下では同一殺山刑の迎mは

p.butoxide,MGK-264を用いた.

3) 実験方法

実験は局所允用法と24時間浸折法の2方法で行なっ

た.

局所触用法は鵬試薬刑をアセトンで所定渋皮に稀釈

し,微fTt江別拭‡でイエバエ雌成虫の胴部門板部へ0.5/JL

あて滴下処Fr!し,印を与えて 25oCの飼荷室に移し,
24時間後の致死虫故を槻黙した.実験は1同1肌皮に
20匹で3迎区制で3円反和火施した.

24時間記m法は所疋mFB:の乳剤を作 り,屯径9.0cm
x高さ5.0cmの腰mシャーレにそれぞれの況皮の乳剤
を3.Omlあて入れ イエバエの終齢幼虫を飼ffL,24

時間後の死虫敬と7口授の羽化故を槻黙した.実験は

1回1沸皮に20匹の幼illを用い,3迎区制で3回反配

実施した.

実験結果および考察

9地城から探探したイエバエの8種籾の殺虫剤に対

する LD50伯を空挺理すると節 1表に記載する如くであ

る. これを高槻系と比較したところ,次のように考え

られる.

Pyrethrinsに対しては抵抗性はついていないと判

断される.Allethrinでは邪根系の 1.517/Lg.三崎系

の1･481〝g,rt3,q河原系の1･332/Egと許す槻系の 0･481/Lg

よりも強いql向が認められろ.しかし.ピレスロイド

に対する刑IIfは的んど火出されていないので.耐性の
放弱を.7aずることは四mである. DDVPについては

三崎系の 0･453/･gが位も放く.他の系統では前槻系

と比･TlRLT=場合,机抗t'tとはいいがたい.しかし,大
t:Lら(1963)●'が仏訳Tff円で調査した時の値は0.0552FLg

であり,刑々強くなる傾向があるものといえる.

Sumithionでは三崎系の92.535/∠g,厚木上古沢系

の7･880FLg,横須賀長井系の2.403FLgは高槻系の0.089

FLgに比較して非常に強い抵抗性をしめし,約1,00)倍

に迂するもので,従来,このような報告はない.三崎
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Tableau1. Lasensibilit6auxinsecticideschezlamouchedomestiqueadulte,
recueilliealaprefectureKanagawa(DL50FLg/辛)

Espとce EpyrethrinesAl.ethrine DDVP Sumithion Diazinon BrO-ophos M-alathion ,-BHC

Missaki

Yokosuka-
nagai

Hakon占

Odawara

Yugawara

Atsug卜
kamikozawa

Tsukui

Aikawa

Hashimoto

0.520 1.481 0.453 92.535

0.557 0.734 0.184 2.407

0.556 1.517 0.246 0.786

0.710 0.932 0.181 0.652

0.821 1.332 0.150 1.048

0.432 0.795 0.249 7.880

0.463 0.883 0.255 1.299

0.535 0.717 0.222 1.933

0.716 0.807 0.128 0.584

26.089 300. 72.738 100

2.071 4.036 6.701 12.988

0.487 0.862 107.298

0.669 0.751 11.497

0.934 0.958 30.787

3.133 2.406 10.670

1.569 1.465 84.281

2.488 1.803 6.546

0.565 0.704 32.183

5

2

7

4

2

6

5

98

46

鵬

61

鎚

76

9

3

6

9

2

4

3

0

Takatsuki l 0.387 0.481 0.076 0.089 0.293 0.161 0.455 4.542

では昭和42年以来.sumithionを連椀して班用してお

り,蚊近では効果が明らかに低下していた.

Diazinonについては三崎系の26･089FLg,厚木上古

沢系の3.133FLg,愛川系の2.488FLgと高槻系の0.293lJg

に比牧して非7;I,ffこ強い抵抗性をしめした.

安田 (1961,1966,1968)8･りり1)は diazinon抵抗

性系統として報告した鉾田系の0.583,夢の缶の0.830

FL富,203-d系の8･27fLg,放近の鉾田系の2･59gFLや根

沖ら (1962)一)の小幡系の 0･630FLgの値をはるかに越

える強い抵抗性をしめした.また,箱根系の0･487FLg

は大柁 (1965)8)が埼玉9T.も下の9地域で調査したなか

で,故も強い机Wl系の01400FLgよりも強く,殆んどが

退去の報告を上触るものであった.

Malathionについては三崎系も林ら (1971)1)の報

告した札幌系におよばないが,強い抵抗性をしめした.

今回の調査で投も弱いと考えられる愛川系の6.546/Ig

も安宿 (1968)ll)の報告で,当時,抵抗性系統として

注目された松戸系の10.35〃gに近い値をしめし.県下

全城にわたって抵抗性が発達しているものと考えられ

る.これらの実験結果からみて,malathionの使用は

一考をj出すろものと考える.

現在.これらの地域ではDDVPやsumithionが多

虫に伏用されているが,紐計画な撒布を統けるならば

三崎のような結果をもたらすもので.計画的な非剤撒

布邦を訴ずるべきと考える.Diazinon,sumithion,

malathionについては再考を要するものであろう.

当面 DDVPと.DDVPと他剤の混用剤の使用で駆除

を実施し,将来は pyrethroids系殺虫剤の利用,

bromophosの活用を考えるべきであろう.

各柾燐剤に強い抵抗性をしめした三崎系の幼虫につ

いて抵抗性の調査を行なったところ,節2滋の紙恥を
得た.Baytexの13.12ppm,DDVPの15.43ppm.
という他を除いて,いずれも800ppmから300Oppmと

いう,高槻系に比較して氾くべき強い拡抗性をしめし

た.また,50%羽化阻gU!氾皮についても.?,'alfし,カッ

コ内に記載したが非職 こ強い抵抗性を持つことが朋ら

かになった.

なお.有機燐剤で駆除が囚理な場合の代替剤を畔榊

する目的で pyrethroids系殺虫剤の乳剤で実験を行

ない,節3表の如き結果を得た.実験の結果,三崎系

-は高槻系に比較して梢 高々い幌向があるが抵抗性とは

いえない.この栢因であれば駆除の失弧をあげ狩るも

Tableau2. Lasensibilit占auxinsecticidesenphosphoreorganiquecheユla

mouchedomestiqueadultedel'espとcemissaki(CL…ppm)

Espとce l Sumithion Diazinon Bromophos DDVP Malathion Baytcx

756.4 888.1 2873.6 15.43 1282.1 13.12
(974.65)* (974.7) (2392.3) (18.ll) (619.24) (6.89)

Takatsuki1 (i:;901' (最 喜9) (≡:23879' '冒:号875' (含:芸も (3:詔も

*Leschiffresparenthesisrepr6sententlacohcentratiorLn6ccssairepourinhibcr50pour

centdudeveloppemementd'ailesurmouche.
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Tableau3. EEficacitcdcPhrcthroidessurlalarvcdclamouchedomestique

dcl'espとceMissaki(CL.oppm)

Espacc I A1161hrine Phthalthrinc Bio-All占thrine Chrysron

Missaki I 1.068 1.811 0.756 0.239

Takatsuki I 0.643 0.523 0.511 0.176

N.B. Lam占thodedetrempagependant2･lhcures(30larvesparfo主sa3rdp占titions)

のと考えられる.

なお,sumithion抵抗性イエバエ.三崎系の成虫対

照のJJ;礎資料を得るべく.sumithionに対する共力剤

の検討を行ない,節4表の結果を得た,共力剤はS-421

が投も効果的で,1:1の混用割合で充分なる効果があ

った.林ら (1972)2)はS-421が malathion抵抗性

イエバエに対しても非'I桁に効卿fJであることを和LIHし

たが, これと同様な結米が狩られた.

さらに,sumithionに対する伯刑との混用というこ

とも考えられるので検討を行なった.Sumithionに対

する他刑殺虫剤の混合を80:20,60:40,40:60,20:80

の割合で混合し,局所施用法で実験した結果,郡5表

の如くであった.これらを Sun,elat.(1960)7)の方

法によって迎合作用を調べて耶6-21から節12表に記城

した如き船架を柑た.
Sumithion:DDVPの氾介剤では航抗性系統に対

しては Sumithion80:DDVP20.60:40の刑合で共

力効果が認められた.助dlについては耶7-Jlにみられ

た如く,20:80が効架的であった.

Sumithion:Pyrethrinsではいずれの況公'!?1合で

も火力作用が認められた.ピレスロイドとの氾合剤に

Luしてはいずれの切公についても八･力作JHが認められ

た.しかし.!･B受性系統では相加作用かもしくは独立

作用であり,柑 こTJ-.lafiとはIrl.えられない.

要 約

神奈川爪下のゴミ処FJl切.9地城よりイエバエを採処

し,秋和糊の‡柑l剤に対する!･BlSttl.:について湘ヂj:した.

Tableau4. L'eff'lcacit6dessynegistessurlamouchedomcstiquc(l'cspとccMissaki)
poss占dantlaresistibilit6aSumithion

Produitdtudi6 l y-a+b(x一文) DLm (ILg/?)

N.B. LeRapportdem61angeestde1:1.

Tableau5. Efficacit占demilangedeSumithionetdeplusieurssortcsd'jnsccticidcs

surlalarvedelamouchedomestiquedel'espとccMissaki

Sumithion:Insecticides

lOO:0
80:20

60:40

40:60

20:80

0:100

DDVP Phthalthrinc

82.286 75.987

4.746 1.305

1.501 0.800

1.164 0.592

0.836 0.470

0.453 0.650

DL.o(ILg/inscctc早)

Pyrithrincs AIIithrine Bio-Allithrine Resm6thrine

109.615 75.987

1.871 2.734

1.150 1.803

0.991 1.397

0.533 1.110

0.831 1.481

65.670 69.350

1.218 0.128

1.248 0.0669

0.876 0.0669

0.781 0.0704

1.073 0.0907
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Tableau6. Efficacit6dum61angedeSumithionetdeDDVPsurlamouchedomestiqueadulte.

Rapportdem占1ange
EspとceMissaki

Sumithion:DDVP DL50 Coefficienttoxique
(〝g/早) associ占(CAT)

100:0 82.286

80:20 4.746 351.23

60:40 1.501 385.77

40:60 1.164 74.83

20:80 0.836 46.69

100:0 0.453

EspとceTakatsuki

(ZgLiも) CTA EA

0.146

0.119 71.94

0.111 86.05

0.0806 144.61

0.0716 173.35

0.70776 -

Ellet
ind占pendant

〝
Eliet
Synerglque
〝

Tableau7. EfficacitidumilangedeSumithionetdeDDVPsurlalarvedelamouche

domestiquedel'espとceMissaki(CL5.ppm)

Sumithion:DDVP

100 80:20 60:40 40:60 20:80 0

Missaki 7'56.4 41.7 28.7 24.5 19.5 15.4

Takatsuki 1.199 0.810 0.974 0.773 0.738 0.974

Tableau8. Efficacitidum6langedeSumithionetdePyrきthrinessurla
mouchedomestiqueadulte

Rapportdem占lange
EspとCeMissaki

Sumithion:Pyrdthrines DL5. Coefficienttoxique Effetassoci占
(〃g/早) associ占(CTA)

109.615

1.871 215.54

1.150 178.62

0.991 139.06

0.533 194.52

0.831

EspとceTakatsuki

DLrL､ CTA
(EA) (FLg/♀) ー▲̀

0.1731(氾:0
80:20

60;40

40:60

20:80

0:100

E汀et
Synerglque 0.164 114.95 Effetajoutd

〝 0.191 108.43

〝 0.162 141.81

〝 0.269 95.88

0.294

〟
Effet
Synerglque

Effet
indとpendant

Tableau9. Efficacit6dumilangedeSumithionetd'A116thrinesurlamouche

domestiqueadulte.

Rapportdemdlange
EspとceMissaki EspとceTakatsuki

sumithion:Alldthrine (翫 )coaesfsELcciieen(tioTXiSue Effe(tEaAS)SOCi占 (翫 ) CTA EA

100: 0 75.987

80:20 2.734 251.25

803 199.51

397 174.42

110 165.97

481

38

0.129

Effet
Synerglque
〝
〝
〝

0.175

7

9

6

8

8

8

2

2

1

2

3

5

0

0

0

0

4

7

6

6

8

8

6

0

86

98

81

00

l

HH

Eliet
ind占pendant
〝

〟

Elfetajout6
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Tableau10. Efficacit6dumeIangcdeSumithionctdePhthalthrinesurla
mouchedomestiqueadulte.

EspとceMissakiRapportdemelangc
Sumithion

EspさceTakatsuki
ll1
:phlhalth.hc ,D_L,80h､Co_C_fIic),cLn,tlopxlquc ElEでtTa.StSOCie ′D与 ,BOh ､ CTA EA

((,g/早) assocは(CTA) (EA) (FLg/辛 )

100:0 75.987

80:20

60:40

40:60

20:80

0:100

1.305 240.80

0.800 200.55

0.592 181.96

0.470 172.50

0.650

E打et
Synerglque

0.154

0.236 77.49

〝 0.247 91.43

〝 0.263 112.38

〝 0.272 156.71

Efiet
ind占pendant
〝

Effet
Synerglque
〝

0.766

Tableaull. Efficacit占dumelangedeSumithionetdeResmdthrinesurla
mouchedomestiqueadulte.

Rapportdemilange EspとceMissaki EspとccTakatsuki
Sumithion

;lkesmethrine (PgLiも)CoaisfsELcciie6n(tgiXi3ue Eff詣As)socは (翫 ) CTA EA

100:0
80:20

60:40

40:60

20:80

0:100

69.350

0.128 352.46

0.0669 338.27

0.0669 225.76

0.0704 160.99

0.0907

EIIet
Synerglque

0.173

0.0548 110.67 EEEetajouti

〝 0.0350 105.29 〝

〝 0.0301 87.85

〝 0.0253 81.51

0.0169

Tableau12. Efficacit占dum占langedeSumithionctdcBioIAlldthrincsurla
mouchedomestiqueadulte.

E打et
ind占pendant
〝

Rapportdemelange EspとceMissaki EspとceTakatsuki
SumithionllUll
:Bi｡_Allelh,ine ′D_L,BQn､Co_e!_f!C_i,elm,tjOTXlque EffでLa.stsoci占 ′Dh Oh､ CTA EA

(〃g/早) associ占(CTA) (EA) (〃g/辛)

100:0 65.670

80:20

60:40

40:60

20:80

0:100

1.218 413.49

1.248 209.79

0.876 201.93

0.783 170.59

1.073

0.1(泊

!yfLeetrg.q｡e o･202 61･63 Pnfdf:t,e｡｡ant
〝 0.278 52.22 〝

〝 0.195 89.25 〝

〝 0.245 88.67 〝

0.289

この結弧三崎系において sumithionに対してjTJ'Jtl'Y
に強い拭抗性をもつことが明らかにされた.しかも.

他の有機燐剤に対しても交Z三択抗経をしめした.これ
は殺虫剤の撒神髄とかなり碑はなる以日系にあるものと

考えられた.

また,抵抗性の打破を口的とし.Jt:･力剤の検討を行
なったところ.S-421が効果のr古いことが明らかにな

った.そのほか.Sumitllion:Pyrethroids,Sumi･

thion:DDVPも効果的であることも明らかにされた.

これらの船架より.抵抗性の発選を抑えるべく,育

機燐殺虫剤十兆力瓢 ピレスロイド系殺虫剤,有機憐

剤というような撒布のサイクルを定めた計画撒布が必

要ではないかと考えた.

殺虫剤に対する抵抗性は今後ともに生ずるので,特
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比仙∴iで'Il'Sに湘Ifをつづけ,fii'前に殺虫剤の退定ので

きろような組孤が必要なのではないかと考える.
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Risumi

L'auteura占tudi61asensibilitiaplusieurssor･

tesd'insecticideschezlesmouchesdomestiques,

recueilliesdams9regionsalaPrefectureKana･
gawa.Lesr占sultatsobtenusontmontrdquela

Mouchedel'espとceMissakipossとdeuneforte

r6sistibilit6aSumithion (92.538FLg),Suivipar
Diazinon(26･089FLg)ainsiqued'autresinsecticides

enphosphoreorganiquequeDDVP.

Pourd占truirecetter占sistibilit占,ilest占videm･

mentdesirabled'associerSl421aSumithion,ou
utiliserSumithion milangeavecPyrethoides.

On atrouvg l'effetsynergiquepresententrc

Sumithionetautresinsecticides,encequicon･

cernel'espとcequipossとdeuneforter̀sistibilit占.

TheRelationship oEtheLarvalDensitytothetJricAcidContentintheArnyworm,
LeLLCanEaBeParaLaWalker.HajimeIKEMOTO (TokyoPrefecturalIsotopeResearchStation,

Sctagaya,Tokyo)ReceivedNovember9,1972.Botyu-Kagaku,38,40,1973.

9. 飼育密度を異にしたアワヨトウ幼虫の尿酸含丘について 池本 始(東京都立アイソトープ
訟合研兜所.火前部世田谷区)47.ll.9受理

ill.色型幼虫 (市密度飼育)の皮JHの尿酸含虫は明色型幼虫 (qi独飼育)の皮脚よりも少ないが,

体淡の尿酸含虫は皮相の吻合とは逆の関係にあった. 皮相の尿酸含虫は老熟朋にいちぢるしくは少

するが, このような変化は老粘跡 こなると皮脚が透けてみえることと関係があるようである.

YoshitakeandAruga(1952)reportedthatthe

increasingthecontentofmelaninplgmemtin

thelarvalintegumentoithesilkworm makes

thelesscontentofuricacid.However,inthe

haemolymph,itseemedtobeanegativerelation

totheintegument.Inthepresentpaper,the

differenceortheuricacidcontentwascompared

byusingtheisolatedlight(pale)larvaeandthe

gregariousblackoneoLthearmyworm,Leucania

sebaraLaWalker.

MaterialandMett10ds

Thelarvaeusedinl九isstudywererearedon

theleavesofcornplantinthelaboratoryby

meansofthemethodoflkemoto(1971).

Uricacidcontentwasdeterminedbythecol

lorimetricmetbodofCaraway(1955).To0.lmJ

ofhaemolymph,distilledwaterwasadded to

makeawhole volume upto1mJ.Tothis

sample,9mJortheprecipitatingreagent(100mJ

oflo汚 sodium tungustatedilutedwith700mg

40

ofwaterandlOOmLof2/3Nsulfuricacid)was

added.ThesupernatantobtainedaftercentrjEug･

ingwasusedforthedeterminationofuricacid

inthelarvalhaemolympll.

Dorsalregionortheintegumentwasremoved

from otherorgansandwashedwith distilled

waterandremovedtheexcesswaterwithnllcr

paper.Theintegumentsof0.2to0.3glnWCrC

homogen'ized,makingfinallyupto10mLwith

distilledwater.To0.2mJofthehomogenate
distilled waterwasadded tomakeawhole

volumeupto1mJ.Themethodusedforthe

determinationofuricacidintheintegumentwas

thesameastllatadoptedtothehaemolymph.

Theseexperimentalprocedureswereallcarried

outat3oC.To5mtaliquotsoEthesupcrnatant,

1mJoflO% sodium carbonateand lmJof

1% Sodium tungustateweresuccessivelyadded

andincubatedfor30minutesat25oC.Theuric

acidcontentwasdeterminedbymeasuringthe

extinctionoEthereactionmixtureat700mu.


